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京都外国語大学校友会 東京支部 会則 

 

 

              第１章 総 則 

（名称） 

第１条  本支部は、京都外国語大学校友会東京支部（以下、「支部」と称する。）と 

称する。 

本支部は京都外国語大学校友会（以下、「本部」と称する。）の支部機構である。 

（事務局） 

第２条 本支部は、事務局を東京都中央区日本橋小舟町 2-9 カーサ日本橋ビル 7階 

㈱グローバルメディア内におく。 

 

            第２章 目的及び活動 

（目的） 

第３条  本支部は、京都外国語大学および京都外国語短期大学（以下、「大学」と称する。） 

校友会の関東地区校友の会員相互の親睦と交流活動を推進することを目的とす

る。 

（活動） 

第４条  本支部は前条の目的を達成するため、次の活動を行なう。 

(1) 支部会員相互の親睦と交流を図るための活動 

(2) 支部会員への支援活動 

(3) 本部への会員情報の提供 

(4) 本部及び大学要請事項への対応 

(5) 支部事務所設置の推進活動 

(6) 他支部との情報交換並びに交流活動 

(7) その他、本会の目的を達成するための活動 

 

          第 3 章 会 員 

（会員） 

第５条  本支部の会員は本部の定める「京都外国語大学校友会会則」第 6条、第 7条、 

第 8条、第 9条、第 10 条に準じ、その内関東地区校友をもってその会員とする。 

    

第４章 役員、幹事等 

（役員、幹事） 

第６条  本支部に、東京支部総会において選出された幹事の中から、次の役員をおき、 

幹事会を構成する。 



(1) 支部長   1 名 

(2) 副支部長  若干名 

(3) 会計監査  若干名 

(4) 事務局   若干名 

    2. 役員の任期は３年とし、再任を妨げない。ただし支部長の任期は２期を限度と 

する。役員の任期は満 65 歳を含む任期を定年とする。    

    3. 任期満了前に退任した役員の補欠として、または増員により選任された役員の

任期は前任者の任期と同一とし、その残任期間が１年を超える場合は１期とみ

なす。 

（幹事） 

第７条   幹事の任期は３年とし、再任は妨げない。 

（顧問） 

第８条   本支部は、必要により顧問を置くことができるものとし、支部長が委嘱する。 

(1) 委嘱期間は原則として１年とする。但し、必要と認めた場合は延長する。 

(2) 支部長が必要と認めたときは、顧問に特別な名称を付与し職務を特命する 

ことが出来る。 

(支部長)  

第９条   支部長は、本支部を代表し支部の全責任を負い、支部執行事項を統括する。 

支部長は本部と緊密なる連携のもとに関東地区会員（支部管掌校友）の親睦を

図り交流促進にあたる。   

2. 本部開催の支部長会に出席し、支部活動状況の報告をする。 

3. 本部及び他支部との情報交換と親睦を図る。 

 (副支部長） 

第１０条 支部長を補佐し、支部長に事故あるときは、支部長会にて決定する順位に従い

支部長職務を代行する。 

(会計監査) 

第１１条 会計監査は、本会会計処理の適正を確保し、執行事項の監査を行なう。 

事業（会計）年度終了時には会計監査報告書を作成し、幹事会に監査報告を 

行なう。  

(事務局） 

第１２条 支部運営に関し必要な事務と会計を担当し、校友会本部との連絡窓口となる。     

2. 支部代表印と支部金融機関口座と銀行印を保管、管理する。 

3. 会務執行に関する入出金帳簿整備とその証憑管理と保管をする。 

4. 事務局は総会・幹事会を始め、必要な会議の議事録を作成・収集し関係者の 

確認署名を得てその議事録を保管する。 

5. 支部保有備品台帳の整備とその保管を行なう。 



6. その他、支部運営に必要な庶務事項を担当する。 

 

           第 5 章 会 議 

(総会) 

第１３条 総会は支部長が招集し、３年毎に開催する。 

2. 総会では、本会の事業執行にあたる幹事の選出、承認決議を行なう。 

3．支部会則の制定、改定を決議する。 

(幹事会) 

第１４条 幹事により構成され年２回の定例幹事会を開催する。支部活動執行に必要な 

事項の決議を行なう。幹事総数の過半の出席をもって成立し、その過半数の 

有効票により決議する。賛否同数の場合は議長の決定により決する。 

2. 必要な場合は臨時幹事会を招集することがある。 

3. 幹事会の議長は、支部長がこれにあたる。支部長に差支えが有る場合は、 

副支部長がこれにあたる。 

(支部長会) 

第１５条 支部長及び副支部長により支部長会を開催する。 

(1) 幹事会決議執行事項を検討し、実施する。 

     (2) 支部運営事項の決定をする。 

     (3) 本部、他支部との情報交換・交流にあたる。 

(会計監査会) 

第１６条 会計監査会は、会計監査により開催する。本支部が必要と認める場合は幹事や

委員の出席を要請することがある。支部執行事項につき、その監査を諸関連資

料に基き行なう。 

(委員会) 

第１７条 支部活動執行に関し、執行事項の円滑なる実施、運営のため支部長は委員長を

指名し、委員会を発足させる。 

2．委員長は速やかに委員を選任し委員会を招集し委嘱事項の実現に必要な計画を

検討し策定する。 

3．委員長は委員の選任に関し、支部長会の担当副支部長の諒解のもと委員会を 

指揮し、委嘱事項の最大効果を目標とし実施報告書提出までの任にあたる。 

 

第６章 会 計 

（運営経費） 

第１８条 本支部の運営経費は、本部、大学の寄付金、援助金、その他寄付金などを 

以ってこれに充てる。 

 



（会計年度） 

第１９条 本支部の会計年度は、毎年 4月 1日に始まり翌年 3月 31 日に終わる。 

（資産管理） 

第２０条 本支部に資産のある場合は、幹事会がこれを管理する。 

 

第７章 その他 

（会則の改廃） 

第２１条 本会則の改廃は幹事会及び総会の決議を経なければならない。 

（その他） 

第２２条 本会則に定めの無い場合は本部や専門家に意見を求め、会員の不利益と 

ならない事を前提に協議し幹事会にて決定する。 

 

附則 本会則の改正は、平成 20 年 7 月 12 日から施行する。 


